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P.U.さん（ネパール）/N.N.さん（ベトナム） りおさん / かんなさん（日本）
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高校生のみなさんと 大学祭で出展したブース 着物とサリーの競演
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事業名

Kyushu International University

Food Is a Window to Cultural Diversity: Let's Spread Our Native Food
Culture to the Community!

大学祭で地域の人たちと直接話せて、自分の国
の料理を紹介できて嬉しかったです。衣装を着
たり、風船を渡したりして、たくさんの人が来
てくれて、もっと交流できました。

自分の国の料理をみんなに紹介するのは誇りに
思いました。自分の文化を伝えることはちょっ
と大変な部分もあるけど、みんなが楽しんでく
れて本当に嬉しかったです。

ベトナムと中国の料理、とてもおいしかったで
す！ベトナムと中国の食文化についてたくさん
学ぶことができ、貴重な体験になりました。あ
りがとうございました。

白米がほしくなるくらいおいしい料理でした。
日本料理と味が似ていたと思います。また食べ
たい！

＜九州国際大学付属高校 国際交流部との交流会＞
10月30日、九州国際大学付属高校の国際交流部（IEC）の部員たちが大学キャンパスに来てくれました！まずは、九州
国際大学で学ぶ留学生の紹介からスタート。次に、中国とベトナムの食文化についてプレゼンを行い、最後に紹介した
料理を実際に留学生が調理して、みんなで食事をしながら楽しく交流しました。
プレゼン内容や料理のレシピはすべて留学生が考案。特に料理の提供は、温かいまま食べてもらうために調理時間やタ
イミングを計算しながら計画して実行しました。

＜九州国際大学大学祭「橘祭」への出展＞
コロナ禍を経て、昨年度から本格的に実施できるようになった大学祭。今年度は留学生のブースを出展することを計画
しました。高校生に料理をふるまった経験を活かし、調理・提供の改善点を考えつつ、どうやったらブースに立ち寄っ
てもらえるかアイデアを練りました。
「いらっしゃいませ！」「ベトナムの揚げ春巻き、いかがですか？」の声かけだけでなく、母国の衣装を着て写真撮影
をしたり、お子さんに風船を配布したりして、ブースへの立ち寄り数がアップ！想定より多くの食数を提供することが
できました。また、食べていただいた方にはレシピカードを配布し、母国料理の魅力を広めることができました。

料理は文化を伝えるツールとしてとても身近で効果的だと実感し、地域住民のみなさんとの会話も弾みました。
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Food Is a Window to Cultural Diversity～母国の食文化を地域に広めよう！
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